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南-田畑エリア座談会（２回目まとめ） 

１ 実施日時・場所 
令和６年３月２１日（火） １８：００～２０：００ 

東海村役場 ５階原子力視察研修室 
 

２ 参加者 
JA生産部会関係者，ほしいも生産組合関係者，エリアの農業者及び中心的担い

手，東海村農業委員，東海村農地利用最適化推進委員，ＪＡ職員，東海村職員

（事務局） 

計１９名 
 

【座談会の様子】 
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３ 内容 

（１）情報提供 
  以下の項目について，資料を用いて情報提供を行った。  
①担い手への支援について 

    
②中間管理機構・ｅＭＡＦＦナビについて 

 
③水田の活用について  

  
④有機農業・スマート農業について 

 
⑤農研機構の事例について     ⑥基盤整備について
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（２）１回目の座談会の意見を受けた地域計画（案）について 

   地域計画（案）についてグループごとに意見交換を行った。 
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 ※地図は現状図 
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＜地域計画（案），目標地図（案）に対する参加者の意見＞ 
地域計画（案）について 
（話し合いからの意見） 

・認定農業者へのしわ寄せが不安。 

・借り手がいない農地は，公的機関へ貸しだし，古代米を作るなど教育に活用するこ

とや家庭水田として貸し出すことを検討する。 

・東海村版の土地や人をつなぐマッチングアプリがあったら良い。 

・農地活用意向を具体的に把握したい。 

・土地，土壌に関する情報がほしい。 

・集約するにしても土地は選びたい。 

・集積，集約については計画的でなく，耕作していた人がやめてしまったときに，近

くの大きく耕作している人が頼まれるという流れになっている。突発的な集約という

のが問題。事前に地権者の意向を把握していくことが重要。 

・計画な集積，集約ができるよう，耕作者や地権者のネットワークづくりが必要。 

・水利組合が管理している細い田んぼは基盤整備が難しい。畑地化をして営農してい

くようなエリアにすることも検討する。 

・簡易な基盤整備を検討していく。 

・現在耕作をしている人が集まって，どこの農地を耕作していきたいかの話し合いが

必要。 

・集積集約は緩やかに行っていくのが良い。 

・中間管理機構が説明に行っても，「荒らしたままで良い」という意見もあり，制度の

説明はしっかり行わないといけない。 

・水田は高収益作物の導入を考え，そのための基盤整備を検討する必要がある。 

・担い手も耕作する際のルールをお互いに検討する必要があると思う。畑を掘って道

路を汚すなどならないようにしなければならない。地域で受け入れられる体制を整

え，集約や集積に繋げていく。 

 

 目標地図（案）について 

 東海村都市計画図を用い，おおよその耕作者について話し合った。 

 
１班話し合い      ２班話し合い 
※個人情報が含まれているため画像をぼかしています。 
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（３）その他 
 〇座談会参加者の現在の耕作状況，今後の耕作意向，後継者の有無等について

の簡単なアンケートを行った。 

・どちらかというと耕作規模を減らしていく・・・４人 

・５０歳代またはその年代より下の方，もしくは，後継者と呼べる人が家族

や親族の中にいる・・・６人 

・このエリアで耕作している・・・９人 

・１ｈａ以上耕作している・・・９人 

 

 


